
国
際
資
本
移
動
の
理
論

ー
対
外
証
券
投
資
理
論
の
分
析
ー

村
　
　
　
本
　
　
　
　
　
孜

一
　
は
じ
め
に

　
国
際
資
本
移
動
を
考
え
る
場
合
、
短
期
資
本
移
動
と
長
期
資
本
移
動
と
を
区
別
す
る
の
が
通
常
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
長
期
資
本

移
動
は
、
㈲
国
際
間
の
資
本
移
動
と
し
て
の
投
資
資
金
の
移
動
、
㈲
普
遍
的
・
一
般
的
な
物
的
生
産
要
素
と
し
て
の
資
本
移
動
（
要

素
移
動
）
、
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
、
間
接
投
資
と
直
接
投
資
の
区
別
も
な
さ
れ
、
前
者
と
し
て
は
㈲
が
対
応
し
、
後

者
の
第
一
次
的
接
近
と
し
て
㈲
が
対
応
す
る
。
こ
の
㈲
の
一
般
的
な
生
産
要
素
で
あ
る
資
本
が
そ
の
豊
富
な
国
か
ら
稀
少
な
国
へ
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

動
す
る
現
象
と
し
て
の
資
本
移
動
理
論
に
は
、
J
o
n
e
s

;
z
i

K
e
m
p

^
2
'
M
a
c
D
o
u
g
a
l
l
2
0
、
浜
田
閉
、
根
岸
2
5
な
ど
の
分
析
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｔ
　
　
∽

あ
り
、
最
適
資
本
移
動
分
析
や
経
済
成
長
と
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
第
一
次
的
接
近
で
は
不
十
分
な
た
め
、
企
業
の

も
つ
独
自
の
経
営
資
源
、
企
業
の
個
性
あ
る
経
営
活
動
そ
の
も
の
の
国
際
間
の
移
動
と
し
て
、
産
業
組
織
諭
的
な
立
場
か
ら
理
解
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｊ
３

れ
る
方
向
が
発
展
し
、
}
々
∃
a
1
0
､
K
i
n
d
l
e

b
e
r
g
e
r̂

3
､
小
宮
1
5
1
6
な
ど
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
、
多
国
籍
企
業
の
問
題
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
Ｃ
Ｃ

　
　
　
　
国
際
資
本
移
動
の
理
論
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及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
直
接
投
資
が
経
営
資
源
の
移
動
と
し
て
理
論
化
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
間
接
投
資
は
外
国
資
産
を
含
め
た
資
産

選
択
理
論
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
国
際
収
支
理
論
に
お
い
て
資
本
勘
定
は
所
与
と
し
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
内
容
は
資
本
移
動
理
論
の
決
定
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
説
明
は
必
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
資
本

選
択
理
論
に
よ
る
資
本
移
動
理
論
は
資
本
移
動
の
決
定
や
、
国
際
的
支
理
論
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
で
不
明
と
さ
れ
た
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
恥
。

　
間
接
投
資
は
外
国
資
産
保
有
（
対
外
証
券
投
資
）
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
が
、
分
析
方
法
と
し
て
は
伝
統
的
な
収
益
理
論
と
右
で
示

し
た
資
産
選
択
理
論
に
よ
る
見
解
が
あ
る
。
伝
統
理
論
は
内
外
資
産
の
相
対
的
収
益
に
注
目
し
、
外
国
利
子
率
が
国
内
利
子
率
よ
り

も
高
い
こ
と
が
外
国
資
産
保
有
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
利
子
率
が
国
内
利
子
率
よ
り
も
低
い
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

合
や
両
者
が
等
し
い
場
合
に
お
け
る
外
国
資
産
保
有
に
つ
い
て
は
適
切
な
説
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
S
t
e
i
n
3
0
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

指
適
し
た
よ
う
に
利
子
率
に
感
応
的
で
あ
る
短
期
資
本
移
動
に
つ
い
て
も
利
子
率
格
差
に
よ
ら
な
い
移
動
が
あ
る
こ
と
が
経
験
的
に

知
ら
れ
て
い
る
一
方
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
本
移
動
（
間
接
投
資
、
対
外
証
券
投
資
）
が
利
子
率
格
差
に
非
感
応
的
で
あ
る
こ
と
は

り
白
田
以
来
い
く
つ
か
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
資
本
移
動
を
説
明
す
る
た
め
に
登
場
し
た
の
が
、
外

国
資
産
を
含
め
た
投
資
家
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
考
え
る
と
い
う
資
産
選
択
理
論
の
立
場
に
立
つ
分
析
で
あ
る
。
形
式
的
に
は

M
a
r
k
o
w
i
t
z
=
T
o
b
i
n
流
の
資
産
選
択
理
論
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ヨ
ン
）
を
開
放
体
系
へ
応
用
す
る
わ
け
で
あ
り
、
外
国

資
産
保
有
を
相
対
的
収
益
だ
け
で
な
く
、
相
対
的
リ
ス
ク
を
も
加
え
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
不
確
実
性
の
下
で
の
国
際
資
本

移
動
論
と
も
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
｛
い
口
r
}
囲
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
国
内
の
投
資
家
お
よ
び
外
国
の
投
資

家
も
国
内
資
産
と
外
国
資
産
の
あ
る
最
適
な
組
合
せ
を
保
有
し
、
投
資
機
会
を
地
理
的
に
分
散
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ト
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フ
ォ
リ
オ
・
リ
ス
ク
を
減
少
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
国
内
投
資
家
が
国
内
資
産
の
み
を
保
有
す
る
よ
り
も
小
さ
い
リ
ス
ク
で
済
む
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
貿
易
利
益
や
生
産
要
素
移
動
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
は
異
な
っ
た
国
際
関
係
か
ら

の
世
界
的
厚
生
を
獲
得
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
過
去
の
種
々
の
証
券
ス
ト
ッ
ク
が
存
在
す
る
の
で
、
投

資
家
は
期
待
収
益
率
と
分
散
の
一
義
的
組
合
せ
を
も
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
お
よ
び
外
国
の
証
券
に
対
す
る
投
資
機
会
に
直
面
す

る
。
投
資
家
は
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
一
定
額
の
富
を
持
ち
、
危
険
回
避
者
と
し
て
行
動
す
る
な
ら
ば
、
資
産
選
択
理
論
の
教
え

る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る
最
適
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
目
指
し
て
行
動
す
る
。
す
な
わ
ち
国
際
的
分
散
投
資
を
行
な
う
。
個
々
の

投
資
家
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
行
動
が
社
会
全
体
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
な
ら
ば
、
社
会
全
体
と
し
て
の
国
内
お
よ
び
外
国
証
券

の
最
適
ス
ト
ッ
ク
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
も
し
現
実
の
外
国
証
券
ス
ト
ッ
ク
が
最
適
水
準
に
一
致
し
て
い
な
い
と
き

に
は
、
一
致
す
る
ま
で
外
国
証
券
の
売
買
と
い
う
形
で
資
本
移
動
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
伝
統
理
論
と
資
産
選
択
論
か
ら
す
る
見
解
は
対
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、
両
者
を
統
合
し
て
一
つ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
本
移
動

理
論
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
子
率
を
説
明
変
数
と
す
る
こ
と
は
、
あ
る
所
与
の
リ
ス
ク
の
下
で
収
穫
を
極
大
に
す
る
か
、
費

用
を
極
小
に
す
る
行
動
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
と
き
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
ま
ず
第
一
に
、
一
般
に
資
本
移
動
（
資
本
の
フ
ロ
ー
）

は
ス
ト
ッ
ク
調
整
と
フ
ロ
ー
調
整
の
組
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
区
別
す
る
か
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
の
問

題
で
あ
る
。
一
応
ス
ト
ッ
ク
は
説
明
変
数
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
る
資
本
フ
ロ
ー
は
一
回
か
ぎ
り

　
（
o
n
c
ea
n
d
f
o
ra
l
l
）
の
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
対
し
フ
ロ
ー
は
説
明
変
数
の
水
準
と
、
国
内
お
よ
び
外
国
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
成
長
率
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
ニ
に
、
利
子
率
の
問
題
で
あ
る
。
相
対
的
収
益
と
い
う
面
で
は
利
子
率
の
各
国
間
の
格
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差
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
国
内
利
子
率
と
外
国
利
子
率
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
変
数
と
し
た
方
が
、
利
子
率
格
差
の
み
を
変

数
と
す
る
よ
り
も
秀
れ
て
い
る
。
理
論
的
に
は
、
他
の
事
情
が
等
し
い
か
ぎ
り
、
利
子
率
格
差
は
利
子
率
の
影
響
を
み
る
方
法
と
い

え
る
。
つ
ま
り
、
田
外
国
利
子
率
が
下
落
し
て
も
、
あ
る
い
は
国
内
利
子
率
が
上
昇
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
度
合
な
ら
ば
利
子
率

格
差
で
み
る
か
ぎ
り
同
じ
で
あ
る
、
②
利
子
率
格
差
の
み
を
考
え
る
と
、
高
利
子
率
に
お
い
て
生
ず
る
資
本
フ
ロ
ー
の
非
弾
力
性
の

増
大
を
考
慮
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
利
子
率
格
差
で
み
る
か
ぎ
り
分
析
の
有
効
性
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
国
際
的
分
散
投
資
に
よ
る
厚
生
利
益

　
一
国
民
経
済
の
国
内
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
に
と
っ
て
外
国
証
券
を
含
め
る
の
は
何
故
な
の
か
。
ま
ず
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
本
移

動
成
立
の
論
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
G
r
u
b
e
l
囲
で
あ
る
。

　
Ａ
、
β
の
２
国
を
考
え
る
。
Ａ
国
の
初
期
国
内
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
が
、
む
と
心
で
示
さ
れ
る
２
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
証
券
利
子

率
と
、
砥
と
。
心
の
同
じ
く
分
散
、
ら
の
共
分
散
で
存
在
す
る
も
の
と
す
る
（
た
だ
し
、
心
、
弓
、
ら
は
為
替
リ
ス
ク
調
整
済
み
と
す
る
）
。

Ａ
、
β
両
国
の
平
均
的
投
資
家
の
証
券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
期
待
収
益
率
R
･
(
ご
)
）
と
リ
ス
ク
（
‘
、
。
（
ご
）
）
は
次
の
如
く
と
す
る

（
た
だ
し
投
資
家
は
危
険
回
避
者
と
す
る
）
。

分
散
投
資
が
行
な
わ
れ
た
後
の
Ａ
、
β
両
者
の
証
券
を
含
ん
だ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
期
待
収
益
率
は
、
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と
な
る
。
こ
こ
で
、
Ｑ
お
よ
び
（
｛
Ｉ
Ｑ
｝
は
Ａ
国
の
平
均
的
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
保
有
さ
れ
る
Ａ
、
β
そ
れ
ぞ
れ
の
証
券
の
比
率
で

あ
る
。
同
じ
く
分
散
は
、

投
資
が
行
な
わ
れ
る
と
す
る
と
、
期
待
収
益
率
は
、

〇
.
1
と
な
る
が
、
両
国
資
産
を
含
ん
だ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
分
散
は
、

と
な
る
。
か
く
て
両
国
資
産
保
有
（
分
散
投
資
）
に
よ
り
、
期
待
収
益
率
一
定
の
ま
ま
で
、
一
国
資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
よ
り
も
リ

ス
ク
を
減
少
で
き
る
こ
と
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
リ
ス
タ
一
定
な
ら
ば
、
期
待
収
益
率
上
昇
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

Ｉ
１
＜
Ｐ
Ａ
Ｂ
＜
１
で
あ
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
２
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

簡
単
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
定
式
化
を
し
て
お
こ
う
。
投
資
家
は
危
険
回
避
者
を
仮
定
し
、
£
ｌ
ｙ
投
資
基
準
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に
基
づ
き
、
期
待
効
用
の
極
大
化
行
動
を
行
な
う
と
仮
定
す
る
。
投
資
家
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
Ｗ
）
が
ｙ
ら
（
ヽ
‥
Ｈ
ゲ
ジ
…
…
‘
き

の
加
重
合
計
（
叫
を
証
券
に
投
資
さ
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
成
比
と
す
れ
ば
、
Ｍ
ｊ
芦
と
な
る
。
た
だ
し
、
ｊ
Ｍ
ご
、
Ｍ
ｙ
几
）
と
す
る
。

瓦
の
期
待
収
益
率
を
馬
と
し
（
ｙ
＝
哨
（
こ
）
、
そ
の
リ
ス
ク
を
分
散
吹
で
示
す
と
す
る
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
期
待
収
益
率
と
分

散
は
、

と
書
く
こ
と
が
で
き
で
、
期
待
効
用
関
数
は
２
次
関
数
を
前
提
す
れ
ば
、

と
な
る
。
た
だ
し
、
μ
＝
‥
［
Ｉ
弓
（
ド
）
迦
】
で
あ
り
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
・
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
示
す
係
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
投
資

家
の
資
産
選
択
の
最
適
化
行
動
（
最
小
危
険
投
資
）
を
導
く
に
は
、
目
的
関
数
で
あ
る
期
待
効
用
関
数
⑦
式
を
、
印
Ｍ
ｊ
‥
Ｈ
｛
、
卵

≪
ｉ
＞
０
’
な
る
制
約
条
件
の
下
で
極
大
に
す
れ
ば
よ
い
。
一
般
に
こ
の
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
分
散
投
資
の
形
を
と
る
。

　
次
に
国
内
証
券
の
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
外
国
証
券
を
加
え
る
。
国
内
証
券
の
組
合
せ
の
収
益
と
外
国
証
券
の
組
合
せ
の
収
益

と
の
間
の
相
関
係
数
の
絶
対
値
が
１
以
下
な
ら
ば
、
一
般
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
の
収
益
の
分
散
は
国
内
証
券
の
み
の
場
合
の
収

益
の
分
散
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
な
り
、
分
散
投
資
の
必
要
条
件
が
満
足
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
ニ
段
階
の
選
択
行
動
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を
考
え
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

　
の
　
国
内
証
券
お
よ
び
外
国
証
券
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
な
組
合
せ
の
選
択
…
…
国
内
証
券
の
期
待
収
益
率
９
）
、
分
散
（
ｔ
）
、
個

　
々
の
証
券
の
収
益
の
共
分
散
（
夕
゛
）
を
与
え
る
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
お
け
る
国
内
証
券
の
一
義
的
最
適
混
合
が
存
在
す
る

　
　
（
最
適
構
成
比
（
β
）
が
決
定
さ
れ
る
）
。
こ
の
ポ
ｌ
ト
フ
ォ
リ
オ
を
一
つ
の
合
成
財
と
考
え
れ
ば
、
同
様
に
外
国
証
券
の
み
の
最
適

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
れ
を
第
２
合
成
財
と
し
よ
う
。

　
卵
　
投
資
家
は
富
全
体
（
弓
）
を
こ
の
２
つ
の
合
成
財
に
配
分
す
る
。

の
二
段
階
で
あ
る
。

　
国
際
的
分
散
投
資
の
ケ
ー
ス
の
期
待
効
用
関
数
を
導
こ
う
。
国
内
証
券
群
の
期
待
収
益
率
を
陶
、
外
国
証
券
群
の
期
待
収
益
率
を

片
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
散
を
弓
、
好
と
し
て
、
国
内
証
券
群
対
富
全
体
の
比
を
貼
（
守
≒
守
）
、
外
国
証
券
群
対
富
全
体
の
比
を

吋
（
荊
固
守
）
と
す
る
（
た
だ
し
、
万
十
ミ
＝
｛
、
ｊ
‘
ミ
Ｍ
Ｓ
と
、
期
待
効
用
関
数
は
閉
式
よ
り
、

と
な
る
（
ρ
は
国
内
、
外
国
各
証
券
群
の
収
益
の
間
の
相
関
係
数
で
、
Ｉ
｛
に
遥
け
さ
。
制
約
条
件
は
、
ご
十
ａ
＾
　
=

ｌ
’
　
　
　
ａ
＾
｡
　
　
　
ａ
／
　
＞
　
０
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
目
的
関
数
㈲
式
を
極
大
化
す
れ
ば
、
国
際
的
分
散
投
資
の
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
求
め
ら
れ
る
。

（
Ｌ
ｅ
ｅ
の
分
析
）

　
i
.
e
e

S
7
3
は
㈲
式
か
ら
、
分
散
と
相
関
係
数
を
期
待
収
益
率
と
独
立
に
一
定
に
お
き
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
に
お
け
る
外
国
証
券

　
　
　
Ｅ
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の
最
適
構
成
比
を
求
め
、
そ
れ
が
期
待
収
益
率
の
関
数
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
㈲
式
を
微
分
し
て
、
吋
を
求
め
る
と
、

と
書
け
る
。
�
式
が
代
表
的
投
資
家
の
需
要
関
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
総
需
要
関
数
は
個
人
の
そ
れ
と
同
一
と
な
り
（
あ
る
い
は
分

散
、
期
待
収
益
率
が
社
会
全
体
と
し
て
同
質
的
で
あ
る
、
つ
ま
り
投
資
家
期
待
の
同
質
性
を
仮
定
す
る
）
、
Ｗ
や
恥
は
社
会
と
し
て
の
富
全
体
や

外
国
証
券
ス
ト
ッ
ク
を
示
し
、
α
、
＆
は
ミ
ク
ミ
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
対
応
す
る
加
重
平
均
値
を
示
す
マ
ク
ロ
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
な

る
。
も
し
経
済
の
居
住
者
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
外
国
証
券
の
現
実
ス
ト
ッ
ク
（
恥
）
が
帥
式
で
示
さ
れ
る
外
国
証
券
の
最
適
ス
ト

ッ
ク
に
一
致
し
な
い
な
ら
ば
、
資
本
移
動
が
お
こ
る
。
た
と
え
ば
’
　
W
f
＞
W
’
ｒ
な
ら
ば
外
国
証
券
の
購
入
つ
ま
り
対
外
投
資
が
行

な
わ
れ
、
一
方
W
f
　
＜
　
W
’
Ｊ
な
ら
ば
外
国
証
券
の
売
却
が
行
な
わ
れ
る
。

　
r
a
は
モ
デ
ル
的
に
は
五
大
ド
投
資
基
準
に
よ
り
分
析
を
行
な
っ
た
が
、
リ
ス
ク
の
要
素
を
一
定
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
証

券
の
最
適
ス
ト
ッ
ク
を
�
式
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
（
ミ
ー
ど
）
お
よ
び
Ｗ
の
関
数
と
し
て
考
え
た
の
で
あ
る
。
（
ミ
ー
芒
）
は
利
子
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率
格
差
と
読
み
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
α
お
よ
び
＆
が
正
な
る
か
ぎ
り
、
（
ミ
ー
ど
）
八
つ
で
あ
っ
て
も
つ
ま
り
限
内
（
証
券
）
利
子

率
が
外
国
（
証
券
）
利
子
率
よ
り
高
く
て
も
�
式
は
正
と
な
り
、
対
外
投
資
が
行
な
わ
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。
無
論
、
Ｗ
の
大
き

さ
と
く
に
そ
の
成
長
（
Ｗ
の
増
大
）
に
よ
っ
て
資
本
移
動
を
も
た
ら
す
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
M
i
l
l
e
r
&

W
h
i
t
m
a
n
2
2
1
は
£
I
F
分
析
に
基
づ
き
、
に
Q
よ
り
も
一
般
的
な
分
析
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
次
に
そ
れ
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

み
よ
う
。

と
な
る
。
簡
単
な
図
解
を
し
て
お
こ
う
（
第
１
図
）
。
あ
る
所
与
の
μ
に
つ
い
て
の
″
が
最
小
と
な
る
有
効
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

軌
跡
が
投
資
機
会
軌
跡
ト
ト
ヽ
で
あ
る
。
o
h
a
r
p
e
2
8
流
に
非
危
険
お
よ
び
危
険
資
産
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
の
リ
ス
ク
と
収
益
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

可
能
な
軌
跡
を
P
Z
（
い
わ
ゆ
る
c
a
p
i
t
a
l

m
a
r
k
e
tl
i
n
e
あ
る
い
は
総
合
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
機
会
線
に
相
当
す
る
）
と
す
る
が
、
も
し
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現
金
な
い
し
ゼ
ロ
収
益
資
産
が
非
危
険
資
産
で
、
そ
れ
ゆ
え
非
危
険
収
益
率
（
？
）

が
ゼ
ロ
な
ら
ば
原
点
を
通
る
。
均
衡
は
吻
N
と
ト
`
一
ヽ
の
接
す
る
点
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
ト
ｈ
ヽ
上
の
危
険
資
産
の
最
適
群
の
リ
ス
ク
と
収
益
の
限
界
ト
レ
ー
ド
・
オ

フ
と
、
危
険
資
産
と
非
危
険
資
産
の
最
適
な
組
の
リ
ス
ク
と
収
益
の
ト
レ
ー
ド
・
オ

ブ
が
等
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
は
φ
で
示
さ
れ
る
。
も
し
リ
ス
ク
を
減
少

し
た
け
れ
ば
投
資
家
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
収
益
を
引
下
げ
る
わ
け
で
、
危
険
資
産
を

売
り
、
非
危
険
資
産
を
保
有
し
、
第
１
図
で
は
！
卜
に
沿
っ
て
φ
か
ら
Ｆ
へ
移
動
す

る
。
ま
た
非
危
険
市
場
r
i
s
k
l
e
s
s

m
a
r
k
e
t
か
ら
借
入
を
し
て
危
険
資
産
を
買
う
場

合
に
は
φ
か
ら
Ｚ
へ
動
く
。

国
際
資
本
移
動
の
理
論
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で
あ
る
。
闘
式
の
吋
は
㈲
式
の
危
険
資
産
の
割
合
を
示
し
た
町
と
は
異
な
り
、
非
危
険
資
産
を
も
含
ん
だ
場
合
を
扱
い
、
総
合
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
決
定
を
示
す
（
万
と
意
味
合
い
の
相
違
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
ア
ス
タ
リ
ス
ク
を
つ
け
た
ふ
。
た
だ
し
こ
こ
で
論
じ
た
ケ
ー
ス

は
φ
が
最
適
点
で
あ
り
、
L
m
t
n
e
r

^
9
1
流
に
は
ｓ
＝
｛
の
ケ
ー
ス
に
相
当
し
、
危
険
資
産
の
み
で
総
合
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
構
成
さ

　
　
帥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

れ
る
。

　
旧
式
で
μ
を
陶
を
含
む
表
現
に
書
き
換
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
子
率
格
差
の
分
析
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た

両
の
変
化
が
吋
に
与
え
る
効
果
は
、
附
の
反
対
の
変
化
が
吋
に
与
え
る
効
果
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
判
る
。
と
い
う
の
は
、
ミ
▽
―

で
芒
∇
｀
）
の
と
き
、

だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
吋
に
対
す
る
μ
の
変
化
は
μ
の
変
化
の
内
容
が
ど
う
で
あ
れ
同
一
だ
が
、

と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
M
i
l
l
e
r

&

W
h
i
t
m
a
n
は
r
g
の
利
子
率
格
差
の
み
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ク
の
変
化
す
る
ケ
ー
ス
も

一
般
的
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
定
式
化
が
総
合
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
最
適
化
分
析
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
一
般
的
と
も
い
え
る
。
か
く
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て
か
な
り
一
般
的
な
形
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
論
に
よ
っ
て
最
適
な
資
本
移
動
水
準
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対

す
る
均
衡
化
プ
ロ
セ
ス
を
国
際
資
本
移
動
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四
　
P
a
t
i
n
k
i
n
流
の
分
析

　
F
l
o
y
d
o
q
開
陳
㈲
は
P
a
t
i
n
k
i
n
2
6
1
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
を
開
放
経
済
に
拡
張
し
た
。
一
国
経
済
の
産
出
が
単
一
資
産
（
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

い
し
同
質
的
な
資
産
群
）
、
富
が
実
質
貨
幣
残
高
と
将
来
的
恒
常
所
得
に
対
す
る
請
求
権
か
ら
成
る
と
す
る
。
富
は
貨
幣
的
富
（
実
質
貨

幣
ス
ト
ッ
ク
訂
）
と
非
貨
幣
的
富
（
将
来
的
実
質
恒
常
所
得
流
列
の
ス
ト
ッ
ク
恥
）
で
構
成
さ
れ
る
わ
け
で
、
あ
る
個
人
の
予
算
制
約
式

は
、

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
・
ｚ
は
利
子
率
）
。
第
２
図
の
乱
が
そ
れ
で
あ
る
（
私
の
傾

き
は
、
１
了
）
。
Ｍ
と
Ｓ
に
つ
い
て
の
無
差
別
曲
線
を
描
く
（
図
の
Ｉ
、
Ⅱ
）
。
か
く
て
初

期
富
と
利
子
率
を
与
え
る
と
、
個
人
は
Ｓ
を
売
買
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
調
整
し
効

用
極
大
化
行
動
を
と
り
、
Ａ
点
に
お
い
て
均
衡
に
達
す
る
。
予
算
制
約
式
が
現
実
の
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
Ａ
を
通
る
瓦
で
示
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
利
子
率
で
の
所
望
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
は
β
で
、
個
人
は
Ｓ
を
買
っ
て
貨
幣
残
高
を
減
ら
そ
う
と
し
、
利
子

率
が
上
昇
し
て
瓦
が
Ａ
を
中
心
に
回
転
し
て
、
乱
に
一
致
し
、
Ａ
で
所
望
と
現
実

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
が
一
致
し
て
均
衡
す
る
。
同
様
に
、
社
会
全
体
の
ポ
ー
ト
フ
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ォ
リ
オ
均
衡
点
は
利
子
率
が
無
差
別
曲
線
の
あ
る
点
の
接
線
の
逆
数
に
等
し
い
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
均
衡
利
子
率
は
現
実
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
場
合
の
関
数
と
し
て
示
さ
れ
る
か
ら
、

と
な
る
。
’
Ａ
は
社
会
の
選
好
を
示
す
。

　
こ
こ
で
Ｓ
を
い
か
な
る
変
数
で
と
る
か
考
え
て
お
こ
う
。
先
に
定
義
し
た
よ
う
に
、
Ｓ
は
非
貨
幣
的
富
で
恒
常
所
得
で
測
定
さ
れ

る
が
、
全
て
の
資
本
が
同
質
的
で
あ
る
と
す
る
と
、
社
会
の
恒
常
所
得
に
等
し
く
、
経
常
所
得
の
関
数
で
示
さ
れ
る
。

と
な
り
、
書
き
換
え
る
と
、

を
得
て
、
通
常
の
貨
幣
需
要
関
数
（
流
動
性
選
好
関
数
）
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
次
に
以
上
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
を
２
国
モ
デ
ル
に
拡
張
す
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
実
質
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
、
国
内
資
本
の
恒

常
所
得
、
外
国
資
本
の
恒
常
所
得
か
ら
或
る
。
し
た
が
っ
て
第
２
図
も
３
次
元
図
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
た
め
に
記
号
を
次
の

よ
う
に
決
め
て
お
く
。

哨
乙
‥
Ａ
国
居
住
者
が
保
有
す
る
Ａ
国
資
本
の
恒
常
所
得

哨
こ
‥
Ａ
国
居
住
者
が
保
有
す
る
β
国
資
本
の
恒
常
所
得
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肺
・
‥
β
国
居
住
者
が
保
有
す
る
Ａ
国
資
本
の
恒
常
所
得

ｙ
ｌ
‥
β
国
居
住
者
が
保
有
す
る
β
国
資
本
の
恒
常
所
得

M
a
｛
M
b
｝
　
:
Ａ
（
β
）
国
の
名
目
お
よ
び
実
質
貨
幣
ス
ト
ッ
ク

ヽ
―
‥
４
国
居
住
者
が
Ａ
国
資
本
を
資
本
化
す
る
利
子
率

ヽ
こ
　
‥
４
国
居
住
者
が
β
国
資
本
を
資
本
化
す
る
利
子
率

ヽ
乙
‥
β
国
居
住
者
が
Ａ
国
資
本
を
資
本
化
す
る
利
子
率

ご
　
‥
β
国
居
住
者
が
β
国
資
本
を
資
本
化
す
る
利
子
率

さ
て
、
個
人
の
行
動
は
予
算
制
約
式
が
Ａ
国
の
場
合
に
、

で
示
さ
れ
、
β
国
の
場
合
に
、

で
示
さ
れ
る
か
ら
、
２
国
の
均
衡
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
が
一
致
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
２
つ
の
タ
イ

プ
の
恒
常
所
得
に
対
す
る
請
求
権
の
国
際
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
お
こ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
恒
常
所
得
の
利
子
率
が
２
国
で

等
し
く
な
り
、
２
国
の
全
居
住
者
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
に
達
す
る
ま
で
続
く
。
そ
れ
ぞ
れ
で
の
２
つ
の
利
子
率
は
居
住
者
の
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
の
関
数
で
、
社
会
の
選
好
マ
ッ
プ
を
反
映
す
る
か
ら
、
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と
書
け
る
。
と
こ
ろ
で
、
資
産
は
国
際
的
に
自
由
取
引
さ
れ
る
か
ら
、
Ａ
国
資
本
の
恒
常
所
得
を
Ａ
国
居
住
者
が
資
本
化
す
る
利
子

率
は
、
β
国
居
住
者
が
同
じ
恒
常
所
得
を
資
本
化
す
る
利
子
率
に
等
し
い
。
β
国
資
本
に
つ
い
て
も
同
様
だ
か
ら
、
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を
得
る
。
㈲
㈲
式
が
２
国
資
本
の
恒
常
所
得
が
資
本
化
さ
れ
る
利
子
率
を
決
定
す
る
。

　
以
上
の
分
析
は
次
の
２
つ
の
利
点
を
有
す
る
。

　
㈹
　
帥
㈲
式
は
利
子
率
の
決
定
に
２
国
の
資
産
均
衡
の
相
互
作
用
を
認
め
て
い
る
点
、
通
説
よ
り
も
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
㈲
卿

　
式
で
示
さ
れ
る
２
つ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
方
程
式
は
、
２
国
で
用
い
ら
れ
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
所
有
の
国
際
的
分
配
を
決
定

　
す
る
要
因
を
示
し
て
い
る
点
も
通
説
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
肋
　
㈲
九
卿
式
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
資
本
の
配
分
と
利
子
率
格
差
は
２
国
の
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
と
産
出
高
の
水
準
に
よ
っ
て
同
時
に

　
決
る
。
訂
と
ｙ
の
変
化
は
２
つ
の
利
子
率
を
変
化
さ
せ
、
か
つ
資
本
の
一
部
を
一
国
か
ら
他
国
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
資

　
本
移
動
を
利
子
率
の
関
数
と
し
て
規
定
し
な
い
。
こ
の
資
本
移
動
は
均
衡
利
子
率
が
ひ
と
た
び
得
ら
れ
る
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

　
均
衡
が
再
建
さ
れ
、
い
か
な
る
資
本
移
動
も
利
子
率
格
差
と
の
関
連
で
は
停
止
す
る
。
そ
し
て
世
界
が
一
つ
の
均
衡
か
ら
も
う
一

　
つ
の
均
衡
へ
移
行
す
る
際
の
一
回
か
ぎ
り
の
ス
ト
ッ
ク
調
整
に
す
ぎ
な
い
。
コ
ｏ
菰
は
こ
れ
を
国
際
的
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
と

　
呼
ん
だ
（
注
㈲
参
照
）
。

L
e
e
'
M
i
l
l
e
r&

W
h
i
t
m
a
n
'

F
l
o
y
d
流
の
こ
の
よ
う
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
は
、
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
達
成
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
生
ず
る
資
本
移
動
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
均
衡
か
ら
他
の
均
衡
へ
の
一
回
か
ぎ
り
の
フ
ロ
ー
で
、
ス
ト
ッ
ク
調
整
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
継
続
的
な
フ
ロ
ー
は
ど
う
い
う
原
因
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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五
　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
成
長
と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
時
間
に
関
す
る
変
化

　
資
産
保
有
者
が
そ
の
富
全
体
に
占
め
る
貨
幣
残
高
、
非
貨
幣
的
資
産
の
構
成
に
満
足
し
て
い
る
均
衡
に
お
い
て
、
に
Ｑ
の
町
、

M
i
l
l
e
r&
ﾑ
昂
l
t
m
a
n
の
吋
､
F
l
o
y
d
の
ら
、
ら
を
構
成
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
変
化
す
れ
ば
、
富
の
規
模
が
一
定
で
も
資
本
移

動
が
生
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
回
か
ぎ
り
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
均
衡
に
お
い
て
資
本
移
動
は
止
む
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
成
長
が
あ
る
と
き
、
資
産
保
有
者
は
富
の
増
加
分
（
ル
）
を
現
存
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
構
成
比
率
に
基
づ
い
て

分
配
す
る
。
い
ま
仮
に
簡
単
化
の
た
め
に
２
国
の
あ
ら
ゆ
る
資
産
、
所
得
の
成
長
率
が
、
ね
、
尨
で
示
さ
れ
る
と
す
る
。
Ａ
、
β
両

国
の
外
国
資
産
保
有
の
初
期
ス
ト
ッ
ク
を
、
‰
、
沁
と
す
る
と
、
！
期
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
増
分
は
、

と
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
成
長
に
よ
る
資
本
移
動
で
あ
り
、
ね
、
心
の
い
ず
れ
か
一
方
な
い
し
両
方
が
正
な
る
か
ぎ

り
資
本
移
動
が
生
ず
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、
㈲
ご
∇
か
、
哨
ｒ
＝
哨
ｙ
、
㈲
？
＝
な
、
哨
ｒ
∇
ｓ
w
　
m
A
▽
か
、
哨
ｒ
▽
哨
ｙ
、

咄
？
△
か
、
哨
ｒ
▽
政
ｉ
（
た
だ
し
ｏ
、
咄
の
ケ
ー
ス
は
成
長
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
効
果
ょ
り
も
大
と
す
る
）
、
に
お
い
て
Ａ
か
ら
β
へ
の
純

資
本
移
動
と
な
る
。
こ
の
ょ
う
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
成
長
が
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
資
本
移
動
と
な
り
、
継
続
的
フ
ロ
ー
な
い
し
定

常
的
フ
ロ
ー
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
継
続
的
フ
ロ
ー
の
大
き
さ
は
λ
の
大
き
さ
お
よ
び
町
、
吋
な
い
し
Ｑ
の
o
r
i
g
i
n
a
l
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s
h
a
r
e
に
依
存
す
る
。

　
次
に
町
、
吋
を
求
め
た
と
き
、
μ
、
″
、
ρ
は
所
与
と
さ
れ
て
い
る
が
（
も
っ
と
も
そ
れ
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
前
提

で
あ
る
）
、
時
間
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
仰
、
吋
あ
る
い
は
Ｑ
が
変
化
し
て
資
本
移
動
が
生
ず
る
。
そ
の
要
因

は
、
利
子
率
、
リ
ス
ク
、
以
上
の
分
析
で
暗
黙
に
前
提
さ
れ
た
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
内
利
子
率
が
上
昇
す

れ
ば
国
内
証
券
保
有
に
伴
う
収
益
が
増
大
す
る
の
で
国
内
証
券
保
有
が
増
大
し
、
外
国
証
券
保
有
が
減
少
す
る
。
外
国
利
子
率
が
下

落
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
生
ず
る
。
逆
に
国
内
利
子
率
が
下
落
し
た
り
、
あ
る
い
は
外
国
利
子
率
が
上
昇
し
た
り
す
る
場
合
に
は
対

外
証
券
投
資
は
増
大
す
る
。
リ
ス
ク
の
場
合
に
も
同
様
な
こ
と
が
お
こ
る
。
も
し
国
内
証
券
保
有
に
伴
う
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
と
す

れ
ば
、
外
国
証
券
保
有
に
伴
う
リ
ス
ク
が
不
変
な
ら
ば
、
外
国
証
券
保
有
増
大
す
な
わ
ち
対
外
証
券
投
資
が
増
大
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
さ
ら
に
以
上
の
分
析
で
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
は
な
い
と
考
え
、
レ
ー
ト
変
化
に
よ
る
効
果
を
無
視
し
て
き
た
が
、
投
資
家
の
属
す

る
国
の
為
替
レ
ー
ト
に
し
ろ
、
外
国
の
為
替
レ
ー
ト
に
し
ろ
、
そ
の
変
化
は
外
国
の
利
子
率
す
な
わ
ち
期
待
収
益
率
、
リ
ス
ク
に
対

し
て
ー
そ
れ
ら
自
体
に
変
化
が
存
在
し
な
く
て
も
ｌ
影
響
を
与
え
る
。
外
国
証
券
に
は
証
券
そ
れ
自
体
の
リ
ス
ク
だ
け
で
な

く
、
為
替
リ
ス
ク
が
伴
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
外
国
通
貨
の
為
替
レ
ー
ト
切
り
下
げ
が
予
想
さ
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
外

国
通
貨
表
示
の
証
券
の
リ
ス
ク
は
増
大
す
る
。
ま
た
現
実
に
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
が
お
こ
れ
ば
、
そ
の
証
券
の
収
益
は
減
少
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
そ
の
国
に
対
す
る
対
外
証
券
投
資
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
‰
。

　
こ
の
よ
う
な
資
本
移
動
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
成
長
と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
よ
る
）
が
時
間
に
関
し
て
継
続
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
フ

ロ
ー
の
現
象
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ト
ッ
ク
調
整
に
よ
る
フ
ロ
ー
と
は
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
継
続
的
フ
ロ
ー
と
い
え
る
わ
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け
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
分
析
は
、
国
際
収
支
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
で
生
ず
る
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
本
移
動
も
そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
一
現
象
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
資
本
移
動
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
明
ら
か
に
し
、
資
本
移
動
を
明
示
的
に
含
ん
で
国
際
収
支
理
論
に
示
唆
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で

は
国
際
収
支
理
論
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ま
で
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
文
献
賜
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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